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日本アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会機関紙 No.7782025 年 5 月 1 日

今
月
の
読
み
物

■2面～3面　アフリカの紛争、飢餓、難民

■4面　NEWS ヘッドライン

■5面　グローバルサウスをどう捉えるか

■6面～7面　自立の道を切り開く第３の道

■8面　わたしと AALA

◀ 国連HPから
　ガザ南部ラファで

（4/1）

　日本政府の所管の下で公的年金の積立金を運用し
ている年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が、
パレスチナ自治区のガザでジェノサイド（大量虐殺）
を続けるイスラエル政府やアメリカの軍事企業に多
額の出資をし、時価総額で 8600 憶円もの債権や株
式を保有していることが明らかにされました。
　国民の年金基金が「虐殺」に使われてよいのか。「イ
スラエルからの投資返還を求める市民の会」のよび
かけには 2 万 3167 人の署名が集まりました（3 月
24 日の院内集会まで）。
　GPIF の投資実態は、3 月 28 日の参院予算委員会
で質問にたった日本共産党の大門実紀史議員が明ら
かしにし（表）、政府の決断で投資を引き揚げるよ
う求めました。石破茂首相は「イスラエルがやって
いることを黙認していない」と答弁しましたが、取
引をやめると明言しませんでした。
　イスラエルは 3 月 18 日、停戦合意を破ってガザ
全域への空爆を再開。4 月はじめまでに子どもを含

ミャンマーの震災被害者救援募金に協力を　（8面）

む 1000 人以上を殺害しています。トランプ政権は
この攻撃を全面支援し、ガザ市民の「強制移住」と
アメリカによる「ガザ所有」を表明しています。
　イスラエルの占領を終わらせ、国際法を遵守させ
るために 2005 年から始まった BDS 運動（ボイコ
ット、投資撤収、制裁）は、広がりをみせ、世界の
宗教、市民団体だけでなく、欧州の投資銀行や政府
系ファンドが投資を引き揚げ、各国の自治体も参加
表明をしています。

年金基金を
米・イスラエル支援に使うな

停戦を破り
ガザ・ジェノサイド攻撃を再開

大量虐殺を続ける
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福田 邦夫
（明治大学名誉教授）

　1884 年から 1885 年にかけて、
ドイツのベルリンに 13 カ国の国家
元首が集まってアフリカの分割を
しました。分割支配したのはイギ
リス、フランス、スペイン、ポル
トガル、イタリア、ドイツ、ベル
ギーです。その中でイギリスとフ
ランスがアフリカ大陸を圧倒的に
牛耳っていました。アフリカに一
度も行ったことのない人たちが分
割したわけで、物差しを持って分
割したと言われています。その結
果、1 つの言語集団、1 つの民族が、
1 つの部族が、国境によってバラ
バラに分断されてしまいました。

公用語の理解は３％
　アフリカには言語が約 1200
あります。言語学者によっては
1800 だという人もいます。です
が、公用語はかつて植民地支配を
した宗主国の言葉です。たとえ
ば、フランスの植民地だったマダ
ガスカルの面積は日本の 2 倍、人
口は約 2000 万人で、公用語はフ
ランス語です。しかし、フランス
語を話す人たちは人口の 3％ぐら
いで、あとの人は理解できません。
フランス語を話す人たちは全部首
都に住んでおり、フランスと行っ
たり来たりして暮らしていますか
ら、それなりの特権層ということ
になります。
　アフリカ諸国のほとんどは
1960 年代に独立して、それから
もう半世紀以上になります。しか
し、輸出品の 6 割〜 8 割が植民
地時代の生産物です。たとえばコ
ートジボアールやガーナだったら
ココア、ルワンダだったらコーヒ
ーだとか、植民地時代から続いて

いる換金作物など一次産品を輸出
している国が圧倒的に多いのです。
つまり、アフリカ各国は植民地時
代と同じ一次産品を輸出するか、
独立後に見つかった鉱物資源や地
下資源を輸出するかで、ほとんど
工業化されていません。植民地支
配下の経済構造を継承し、グロー
バル経済の周辺国として組み込ま
れているのがアフリカの現状です。

分割支配の結果
　ルワンダの紛争は植民地時代の
支配体制に起因しています。ルワ
ンダは、第一次世界大戦まではド
イツの植民地でしたが、ドイツが
負けたのでベルギーがルワンダと
ブルンジを取りました。ベルギー
はルワンダの 90％を占めるフツ
族を支配・統治するために少数の
ツチ族を優遇しました。ところが、
1990 年にフツ族は圧倒的多数を
占めているのに少数民族のツチ族
になぜ支配されなければいけない
のかと、ベルギー政府に頼んで選
挙を行い圧倒的多数のフツ族が勝
ち、国会議員の 99％をフツ族が
占めました。そして何をやりだし
たかというと、長い間の恨みを晴
らし、今度はツチ族を徹底的に弾
圧するわけです。
　原因は土地です。これまでツチ
族というだけで土地の所有権がツ
チ族のものになったのに、今度は
全部フツ族のものになってしまう
わけです。生活の糧を失ったツチ
族は、隣のコンゴに 200 万人、ウ
ガンダに 100 万人ぐらいが逃げま
した。ウガンダに逃げたツチ族は
ここを拠点にルワンダ愛国戦線を
作り、1994 年 4 月にルワンダに

攻め込みフツ族政権を打倒し、今
度はフツ族の 150 ～ 200 万人が
コンゴ東部に流入しました。この
争いは今も続いています。

小石を食べる子どもたち
　アフリカ大陸の面積は日本の
88 倍、アメリカの 3 倍、地球の
地表面積の 4 分の 1 を占める広大
な大陸です。人口は今 13 億人で
すが、若者たちは 15 から 16 歳
で結婚することもあって出生率が
高く、2050 年には 25 億人になる
と言われています。つまり、地球
人口の 4 人に 1 人がアフリカ人だ
という事です。
　アフリカは現在、ここ数十年来
でもっとも深刻な食料危機に直面
していると言われています。痩せ
細った子どもたちがいっぱいいま
す。子どもたちは、砂漠などでは
食べるものがないと落ちている小
石を拾って口に入れます。それで
口を動かしていると唾が出ます。
唾が出てくると渇きを癒すことが
できます。西サハラという国で死
んだ子どもたちを解剖するのに立
ち会ったことがありますが、痩せ
た小さな子どものお腹から石が出
てくるのをみて、ショックを受け
ました。　
　アフリカ大陸だけで 7000 万人
近い難民がいると言われていま
す。世界のその他の地域とは比べ
ものにならないほど難民がたくさ
んいます。ただ、すべての地域で
難民が出ているわけではありませ
ん。結論から言いますと、難民が
多いのは資源があるところです。
資源がある地域は紛争が起きて集
中的にでます。たとえば、今ルワ

千葉AALAが2月14日に開いた連続講座での講演要旨を紹介します。

アフリカの紛争・飢餓・難民は
なぜなくならないのか
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ンダとの国境地帯で紛争が起きて
いるコンゴ民主共和国はコバルト
が産出します。世界の埋蔵量の
80％がここにあります。レアメタ
ルは 32 種類ありますが、コンゴ
にはその全てがあります。紛争の
原因には「先進国」が必要とする
こうした資源をめぐる争いがある
のです。

武装勢力が林立し抗争
　コンゴ東部には 130 の武装勢力
が割拠しています。彼らは、それ
ぞれダイヤモンド鉱石とかコバル
トやタンタル鉱石とか、そういう
鉱山を支配して対立し、ある時は
国軍につく、ある時は離れる、ま
たある時は隣のルワンダの軍隊に
くっつくというかたちで抗争を繰
り広げています。この鉱山で子ど
もが働かされています。
　子どもを安い労働力として使う
ためになにをやるかというと、武
装集団は近辺の村落を襲って女性
を全部暴行し村の自治を破壊し
て、子どもたちを連行して鉱山で
働かせるのです。それを、ルワン
ダから来た軍隊だけがやっている
だけではなくて、政府が派遣した
国軍兵士も鉱山を占領し、村落を
襲撃して子どもたちを強制労働に
駆り立て、レアメタルを取らせる、

そういう状況の中で難民が生まれ
ています。
　一方、紛争地帯を外れて農村地
帯に入ると牧歌的です。悠久たる
大自然があり、遠くに山が連なっ
て、本当にのどかな生活をしてい
ます。もちろん、電気もないし、
ガスもない、水道もない。人々は
ほとんどが裸足で歩いています。
想像を絶するようなところで、ま
わりを土や石で固めて、屋根にラ
クダの毛皮を張ったテント小屋で
暮らしています。非常に質素だけ
れども、日本で失ってしまったよ
うな共同体があります。

通貨の名は「仏植民地」
　フランスの旧植民地では、独
立した後も旧宗主国の政治・経
済の間接的な支配が続いていま
す。このフランス語圏にはフラン
スが統括する経済共同体がありま
す。そのうち西部のブルキナフ
ァソ、ニジェール、マリなどの 8
カ国は西アフリカ諸国経済共同
体（ECOWAS）を構成し、中部
の中央アフリカ共和国、カメルー
ンなどの 6 カ国は中部アフリカ
諸国経済共同体（ECCAS）を構
成しています。これらの 14 カ国
は独立してから半世紀ぐらい経ち
ますが、どの政府にも通貨の発行

権がありません。通貨の名前はシ
ェ ー フ ァ（CFA―COLONIES　
FRANCAISE　D‘AFRICQUA）
と言いますが「アフリカにおける
フランスの植民地」という恐ろし
い名前なのです。通貨発行権はフ
ランスの中央銀行が掌握し、各国
政府は外貨の 50％をフランス中央
銀行に預金しないと、フランス中
央銀行はシェーファを発行しない
という仕組みになっています。
　こうした旧宗主国の支配から脱
し、真の独立を目指す動きが出て
います。西アフリカ諸国経済共同
体の中で、ニジェール、マリ、ブ
ルキナファソは金やウラン鉱石な
どの鉱物資源の産出国ですが、こ
れらの国は独立してから、2 年に
1 回の割合でクーデターが起こっ
ています。そういう状況で、近年
この 3 つの国の国軍将校クラスの
軍人が革命を起こして権力を掌握
しました。そして、1 番最初にや
ったことは西アフリカ諸国経済共
同体から脱退でした。そして 2024
年 1 月に 3 カ国で「サヘル国家連
合（AES）」を結成しました。
　もう 1 つは、資源を全部国有化
してフランス、アメリカ、カナダ
などの巨大な多国籍企業にたたか
いを挑んでいます。また、2025
年の 1 月にはマリの首都バマコで
首脳会議を開き、投資銀行と航空
会社の設立を決議しています。こ
れからどのように展開するかわか
りませんが、この 3 カ国の軍をロ
シアの軍事会社ワグネルが支援し
ています。
　西アフリカの国々の面積は広大
です。多くの国には首都に国会議
事堂があり、エリート集団が権力
を握っていますが、国土の 80％
以上は国家の統治が及んでいない
非統治空間で、それらを抱えた「非
統治国家」です。そこに目をつけ
たのが麻薬商人です。麻薬商人は
ラテンアメリカから麻薬をヨーロ
ッパへ運ぶ中継基地としてこの非
統治空間を利用しています。

（つづく）
（文責・岡阿弥靖正）

アフリカ大陸

人口　世界の 17％
　　　13 億 2000 万人
　　　→ 2050 年、25 億人
　　　世界の 4 人に 1 人に

面積　世界の 23％、3000 万 km2

　　　日本の 88 倍、USA の 3 倍
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ヘッドライン

　来日したヘグセス米国防長官は
「西太平洋でのいかなる有事でも、
日本は最前線に立つことになる。平
和を求めるならば戦争の準備が必要
だ。協力して戦闘力、殺傷力、即応
力を高めていくことを期待する」と
発言（3 月 30 日、中谷防衛相との
会談後の共同会見で）。
　台湾の頼清徳総統が「国安高層会
議」（国家安全保障に関するハイレ
ベル会議）を招集するとともに、中

国の統一工作やスパイ活動の浸透へ
の対応を説明する記者会見を開き、

「中国はすでに台湾にとって『境外敵
対勢力』になっている」と指摘した。
　これにたいし中国は台湾封鎖の大
規模な軍事演習を実施、中国外務省

「台湾の独立勢力に対する警告と抑
止」と説明（4 月 1、2 日）。

韓国大統領が罷免
　非常戒厳を巡り「内乱」主導の疑

米国防長官「日本は最前線にたつ」

　アメリカファーストを掲げる米ト
ランプ政権が発足。その陣容と矢継
ぎ早の大統領令は世界を驚かせてい
る。愛知 AALA は 2 月 2 日、今後
世界はどうなるのかを国際政治学者
の羽場久美子先生をお招きしてお話
をうかがいました。　　　　　　　
　今年は日清戦争から 130 年。戦後
80 年。先生は、前大戦からの教訓は、
戦争は簡単に始まるが、終わること
は難しい。近隣国と 2 度と戦争をし
ないことだとし、4 つの問題提起を
されました。

バイデン戦争政策の破たん
　大統領選挙でのトランプの勝利
は、バイデン政権の戦争政策、国民
の福祉を犠牲にした社会政策の無為
により生まれた。民主党は戦争政策
から国民生活重視・平和構築に発想

を変えないと次期選挙で勝利できな
い。トランプ政権の行動を冷静に分
析し、日本の行く道を選択しなけれ
ばならない。

新しい国際秩序を作るのは
　現在は 200 年、300 年の国際秩序
の転換点だ。欧米諸国の植民地主
義、軍事支配はゆっくりと衰退に向
かい、それに変わってアジア諸国や
BRICS、グローバルサウスの時代
が台頭しつつある。これは英の経済
界、欧州の経済統計学者、米の金融
界が綿密に予測している。日本の経
済界もゆっくりとアジアとの関係構
築にシフトしつつある。

日本の選択
　平和と繁栄をつくるのは、自国で
戦争をしないで地域間戦争をさせ、

世界を支配するというアメリカの戦
略ではなく、市民、地域、自治体の
側から平和と社会保障を実現するこ
ととなる。そのために、日本は、日
米同盟から離れ、中国・ASEAN な
どの国々との貿易関係、共存関係を
強化し、アジアで自立した経済発展
と経済協力の一員となって、世界経
済を共同でリードしていく道を選択
して行くべきだ。
　羽場先生はそのうえで、沖縄やノ
ーベル平和賞受賞の被団協など世界
の平和団体、自治体、アジア・ア
フリカ・グローバルサウス・欧州
との連帯し、不戦共同体、経済連
帯、非核地帯の形成、市民からの平
和・不戦・非核・地域の共同体の実
現をと呼びかけられ、愛知 AALA
の活動を励ましていただきました。
 （AALA 理事・谷口亙）

愛知AALAで羽場久美子さんが講演

いで逮捕・起訴されていた尹（ユン）
大統領に対し、憲法裁判所が 8 人
の裁判官が全員一致で、「罷免」妥
当の判決を出しました。（4 月 4 日）
60 日以内に大統領選挙が予定。

米、イランに軍事行動も
　トランプ米大統領は、イランとの
核協議を前に、「軍事が必要になれ
ば、そうする」とのべ、軍事攻撃を
辞さない姿勢をしめしました。一方、
イランのモサド大統領は、「イラン
は核兵器を追い求めてはいない。そ
のことは 100 回も検証されている」
と言明しました。（４/ ９）
　イスラエルのネタニヤフ首相は前
日に訪米した際、イランとの取引は

「核施設が破壊された」時だけだと
強調しました。（4/7）

戦後80年、トランプ政権に抗し
いかに平和をつくるか
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グローバルサウスをどう捉えるか（中）

非同盟運動（NAM）の発展と現代的意義
所 康弘（明治大学教授）

　バンドン会議は参加国の路線や立
場の違いにより一度限りの開催にと
どまったが、冷戦下で二大陣営への
依存を避けるため、第三世界諸国が
非同盟外交政を模索する必要性は高
まっていった。1956 年 7 月 19 日、
インドのネルー首相、ユーゴスラビ
アのチトー大統領、エジプトのナー
セル大統領が「ブリオーニ宣言」を
調印し、非同盟運動の組織化を目指
す方針が決定された。その後、1961
年にベオグラードで第 1 回非同盟諸
国首脳会議が開催され、本格的な動
きが始まった。

外交的自由の追求
　非同盟運動は、アジア、アフリカ、
ラテンアメリカの途上国を主体とす
る運動である。一般的な大衆運動や
労働運動とは異なり、政府が主体と
なり、国連やその専門機関を主要な
舞台として国際社会で統一的な行動
を展開する。主要な目的は、植民地
主義や帝国主義への批判を基盤に、
脱植民地化の促進、世界平和と経済
的独立の確保、国際的不平等の是正
にあった。
　非同盟の定義は多様であり、参加
国によって解釈が異なっていた。一
部の国々は非同盟を中立主義と関連
付けたが、次第に小国が外交的自由
を追求する政策として認識されるよ
うになった。つまり、非同盟政策と
は単に東西両陣営に属さない立場を
超え、地政学的現実を踏まえた戦略
的妥協を意味するものであった。
　非同盟運動研究の第一人者である
岡倉古志郎は、非同盟運動を以下の
三つの原則と目的に基づくものと定
義した 1。
1. 反帝国主義、反植民地主義、民族
自決
2. 政治的・経済的自立、新しい国際

経済秩序（NIEO）の建設
3. 反軍事ブロック、平和的共存
　この原則のもと、首脳会議や外相
会議で採択された宣言、行動計画、
決議を通じ、国際社会での意思統一、
行動の調整、相互協力を推進した。

停滞と内部対立も
　第1回ベオグラード会議（1961年） 
主要テーマは脱植民地化と冷戦への
非関与であり、平和共存、主権の尊
重、非軍事同盟が掲げられた。南ア
ジアと北アフリカの代表が参加し、
ベルリン問題、核実験、冷戦対立が
主要議題となった。
　第 2 回カイロ会議（1964 年） ア
フリカ諸国の存在感が増し、経済課
題への注力が特徴となった。アパル
トヘイト撤廃と南アフリカ体制への
制裁を求め、経済的不平等の解決策
が議論された。
　第 3 回ルサカ会議（1970 年） 運
動の制度化が進み、調整局（Co-
ordinating Bureau）の設置が検討
された。NAM の「原則」と「目的」
が公式文書に初めて明記された。
　第 4 回アルジェ会議（1973 年） 
ブレトンウッズ体制への批判、天然
資源の国有化、NIEO の確立が議論
され、経済問題が中心となった。
第 5 回コロンボ会議（1976 年） デ

タントの進展に伴い、軍事問題の重
要性が低下し、経済問題が主題とな
ったが、具体的な成果には乏しく、
停滞感が漂った。
　第 6 回ハバナ会議（1979 年） 調
整局の役割と改革を巡り、特にキュ
ーバとユーゴスラビア、インド、エ
ジプトの間で対立が生じた。
　NAM は、植民地主義への反対を
掲げ、「第三世界」の共通利益を国際
社会に提示した点で大きな成果を上
げた。しかし、NIEO の経済改革は
実現せず、グローバル経済の構造を
根本的に変えるには至らなかった。
　1980 年代には NAM 加盟国同士
の戦争が勃発し多くの加盟国が戦争
当事国をそれぞれ支持するなど、運
動内の分裂が生じた。1983 年の第
7 回ニューデリー会議以降、NAM
は急速に勢いを失った。

1 岡倉古志郎『非同盟』大月書店、1987 年、185 ページ。

特 集 バンドン会議70周年

ウガンダの首都カンパラでの第19回非同盟首脳会議

ベオグラードで開かれた
第１回非同盟首脳会議
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　現今の流行は「どっちもどっち
はダメ」のようだ。「敵につくか、
味方につくか、二つに一つ」。こ
れは 9・11 の直後、「テロとの戦争」
への参加を世界に強要した米大統
領ブッシュ jr. の論法である。
　「相手はテロリスト」、抹殺すべ
き人非人だと断罪し、その死刑執
行者となることを世界に強要する
脅迫論理だった。なぜこんな事件
が起こるのか、アメリカが狙われ
るのか、と問うてはいけない。そ
れでは「テロリストの言い分を聞
く」ことになる。問答無用でテロ
リストを叩き潰す。そうブッシュ
は言った。

第3項排除の論理
　これは、世界の「独裁者」とし
て振舞うアメリカの論理である。
ブッシュ jr. はそのとき、司直と
刑の執行とを一身に引き受けて、

「裁き」の審級を排除しているか
らだ。行政権力が立法・司法を呑
み込んですべてを命令している。
　これを論理学では「第三項排除」
と言う。まず自分たちを A と措
定すると他は非 A である。しか
しすべては A でなければならな
い。どっちつかずの X はない。
A でなければ非 A、それは抹消
すべき敵だ、ということになる。
その際、いや、まあ待て、両者を
較べて判断しようという第三の立
場 X は許されないわけだ。

「陣営」囲い込みの拒否
　かつての冷戦時代、世界は A
と B とに色分けされ、互いがそ
の領域の拡張を目指していた。だ
が、多くの新興の独立国は、A
と B との陣取り（一方は植民地
支配、他方はそれに対抗するイデ
オロギー支配）に巻き込まれるこ
とを嫌い、独立を自分たちの立場
で維持するために、主導国への取
り込みを嫌う国々が連帯のフォー
ラムを作った。それが非同盟諸国
会議であり、そのグループは「第
三世界」と呼ばれた。「資本主義」

（西洋的自由主義）でもなく「社
会主義」でもない。といっても自
由主義や社会主義を排除するので
はなく、近代化を受け入れて連携
しながら、自立を志す地域が「陣
営」に囲い込まれることを拒否す
るという立場だ。
　東側ブロックが解消された冷戦
後も、「どちらかにつけ」は「西側」
戦争論理の定型句になった。「テ
ロとの戦争」が終わったことにな
ってもそれは変わらない。冷戦後、
不要になったはずの NATO でア
メリカに繋ぎ留められたヨーロ
ッパは、NATO によって「前線」
はウクライナ（とグルジア）だと
指定される。そしてウクライナ吸
収圧力（や工作）に耐えかねたロ
シアが、とうとうウクライナに進
攻する。国境侵犯はもちろん「国

際法違反」である。

戦争継続の論理
　だが、その「なぜ ?」を問うて
はいけない。ひたすら「独裁国家
ロシアの侵略」と大キャンペー
ン。そしてロシアを「勝たせては
いけない」とウクライナに戦争を
強要し（実際、22 年 3 月には停
戦協議までいったが停戦させなか
った）、西側挙げて物心両面で徹
底支援。「ちょっと待て」と言お
うとすると、「ロシアの肩をもつ」
とその声を圧殺。ここで引いたら
次はヨーロッパだ、「プーチンに
勝たせるな」と、EU はとにかく
戦争を続ける。
　今では EU が戦争の当事者で、
ウクライナの抗戦は口実でしかな
くなっているようだ。そのため
2024 年秋には EU は「向こう 10
年間の支援計画」まで立てている。
　ヨーロッパは「プーチンの野心」
を言う。一敗地に塗れた東側が、
今力を蓄えて「ヨーロッパ再征服」
に乗り出しているとさえ言う（「共
同通信」連載参照）。一方、ロシ
アは強力な経済制裁で青息吐息、
社会危機にも陥っているし、プー
チンも重病でもうじき死ぬ（そし
て体制転換が起きる）と言ってい
るのは「西側」メディアである。
その「瀕死のロシア」にヨーロッ
パを「再征服」する力などあるだ
ろうか。

自立の道を切り開いた第三の道
西谷 修（東京外国語大学名誉教授）

冷戦後も途上国の立場を代弁
　冷戦後、NAM の意義は以下の
点で依然として重要である。
1. 一極支配への対抗 アメリカ主
導の国際秩序に異議を唱え、発展
途上国の利益を守る役割を果たし
ている。
2. 社会経済問題への対応 貧困、

不平等、生態系危機、対外債務な
どの問題を提起し、南－南協力や
南北対話を推進する。
3. 発展途上国の結束 グローバル
サウスの国々が先進国と交渉する
ためのプラットフォームを提供す
る。
4. 新植民地主義への対抗 「ワシン
トン・コンセンサス」や外部勢力

による内政干渉に対し、発展途上
国の自立を支援する。
5. 多国間主義の推進 国連改革を
求め、途上国の声を国際社会に反
映させる努力を続けている。
　以上のように、NAM は冷戦後
も発展途上国の立場を代弁し続け
ており、その現代的意義は依然と
して大きい。� （つづく）
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質問 1　原発は滅多に重大事故を起こさないという
のは正しいか。日本の規制基準は？
回答　正しくないです。実際に、アメリカのスリー

マイル島原発事故（1979 年、TMI 事故）、旧ソ連
のチェルノブイリ（現在のウクライナではチョル
ノービリ、Cher 事故）原発事故（1986 年）、福島
第一原発事故（1F 事故、2011 年）が起きました。
1F の重大事故を踏まえて、日本の原子力規制基準
が作られましたが、国際基準に書かれている重大
事故の緩和や避難防災について何も明記していま
せん。日本の基準は世界一厳しいとはいえません。

質問 2　1F 事故の原因は地震か？被害は？
回答　原因には、地震だけでなく津波も人為ミスも

あります。巨大地震（M9.0）が発生してすぐに、
運転中だった４基の原発は自動停止しました。地
震によって、発電所の外部にある送電塔が倒壊し、
原発への送電が停止しました . 次いで、大津波が
非常用発電機室に入り発電機が機能不全となり、
原発内は完全に停電となりました。その結果、ポ
ンプも止まり、原子炉の冷却ができなくなりまし
た。運転員たちは、原子炉の非常用緊急冷却装置
を動かそうとしましたが、これに失敗しました。
これは人為ミスといわれています。そのうちに、
原子炉内ではいわゆる融解熱によって冷却水の圧
力と温度が急上昇し、炉内で大量の水素ガスが発
生しました。原子炉から漏れ出た水素ガスは、周
囲の空気と混合し、 爆発的に燃焼しました。その
爆風は、圧力が高く原子炉建屋の屋根を吹き飛ば

しました。 冷却ができなくなった原子炉内では , 
燃料棒が溶け落ち , 炉底は溶融し貫通穴ができま
した . 結果的に、大量の放射性物質が大気と地下
水へ漏出し、陸と海と空の環境をひどく汚染しま
した。今も汚染が続いていますので、約１０万人
の人びとが元の生活に戻ることができないでいま
す。

質問 3　TMI 事故の概要と被害は
回答　制御用空気系の保守点検ミスが発端。さらに、

運転員が二次系補助ポンプ出口側の弁が閉じたま
まであるのを見落とした上に、重ねて原子炉内の
水位の判断を間違えました。原子炉内の圧力が異
常に高くなったので、原子炉につながる蒸気逃し
弁を開けました。その結果、放射性物質を含む蒸
気が原子炉から逃し弁を通って２時間 18 分の間大
気に漏出しました。また、炉心溶融も起こり、重
大事故となりました。多数の被ばく者が出ました。

質問 4　Cher 事故の概要と被害は
回答　蒸気タービンの慣性運転性能の試験を行なっ

ていた運転員が低負荷時の原子炉の安定制御に失
敗したため、原子炉は暴走し、原子炉と建屋は爆
発炎上しました。結果的に、大量の放射性物質が
大気に放出され、北半球のほぼ全域を汚染しまし
た。この重大事故の当初、ソ連は死者が 31 人、急
性放射線障害者が 200 人余り出たと発表しました。
その後、ヨーロッパの汚染地域に住む住民約 600
万人（死傷者数十万人を含む）が被災したといわ
れています。

原発問題―高校生との対話③ 

重大事故の可能性が高い
山本富士夫（日本 AALA 常任理事）

　歴史を振り返ってみて、ロシア
は西洋にすり寄りこそすれ（プー
チンも 2008 年まで）、一度もヨ
ーロッパを侵略したことはない。
それに対してヨーロッパは、ナポ
レオン、ヒトラーと二度にわたっ
てロシアの奥深くまで侵攻してい
る。なぜ今ヨーロッパは、次は自
分たちが侵略されると恐れるのだ
ろう（バルト三国には恐れる理由
もあるだろうが）。

欧州は何を恐れているか
　これまで起こった世界戦争は、
いずれもヨーロッパ内の対立から

生じたものだ（東アジアでは日本
の「侵略」に対する中国・米英の
衝突もあったが）。そのヨーロッ
パは今、大軍拡をして世界戦争に
備えて（いや、もう始まっている
戦争を「勝つまで」続けようとし
ている）いるが、それはなぜなの
か。要するに相対的「没落」が怖
く、グーロバル化の効果を受け入
れることができないのだ。つまり、
世界の「西洋覇権」を失うことを
恐れている。
　アジアの日本は、EU と「価値
を共有する」（NATO にも入りた
い）のでは先はない（台湾危機で

対中戦争に入らなくてはならな
い）。没落する西洋のパニックを
なだめながら、米欧とは違う（西
側とその「敵」とは距離をとる）
道をゆく諸国と新たな平和と協調
の秩序を目指すべきだろう。その
際に指針となるのが、どんなデジ
タル IT 情報妄想にも引きずられ
ない半世紀以上も前のバンドン会
議、西洋化によって一度はブルド
ーザーをかけられながらもその瓦
礫の中から起き上がり、自立の道
を開き始めた「第三世界」の方向
である。
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　埼玉の教研集会や母親大会の会
場での美味しいコーヒーがAALA
連帯だった。京都での第 1 回全国
教研集会に家庭科のレポーターで
参加。夜の京都大学の一室での家
庭科教育者連盟の仲間の集い。京
都の大先輩が AALA 連帯のコー
ヒーと「アマンドラ」公演を熱く
宣伝した。埼玉での「アマンドラ」
公演。大宮ソニックシティ大ホー
ル満席の会場に南アフリカのアパ
ルトヘイトが大迫力で伝わった。

その時、獄中にいたマンデラ氏が
大統領になった。歴史は動いた。
　「韓国 3・1 独立運動 90 周年歴
史共有の旅」に大先輩の小島民子
先生から「アジアを見なければダ
メ」との強い勧めで参加した。こ
の旅が私のその後の活動の原点に
なった。改めて知った帝国日本の
植民地支配。シンポジウムで 3・
1 独立運動が世界の歴史の流れに
沿った運動であったこと。その運
動への大弾圧の事実。世界中から
の批判で引き返すチャンスがあっ
たのに戦争へ突き進んだ日本。歴
史認識の共有と友好を呼びかけた
吉岡吉典氏は、その夜ソウルで亡
くなった。胸に残った言葉を遺言
と受け止めた。「平和と民主主義
を守る活動をしていこう」と。
　さいたま市緑区で「九条の会」

埼玉AALA

若林 眞子

た し と

A A L A

176わ
の活動が始まっていた。2010 年

「九条の会はらやま」を発足。6
つの地域九条の会と共に、押し寄
せる改憲の波を押さえてきた。
　「2023 年埼玉 AALA 連帯のつ
どい in 熊谷」で現地実行委員会
として取り組む。講師のシンガ
ポール聯合早報東京特派員の符祝
慧さんの話。日本による占領と住
民虐殺の歴史を教科書で学ぶシン
ガポール国民。その感情を残しつ
つ、日本の憲法 9 条への信頼。し
かし、今の日本の進んでいる道へ
の失望と危惧。AALA ならでは
の講演は「いい話だったね」と熊
谷市民に好評だった。会員も増や
した。「世界の歴史は、螺旋状だ
けど進歩していくんだよ」と若い
時、聞いた大先輩の石川俊雄先生
の言葉を思い出している。

　3 月 28 日、ミャンマーでマグニチュード 7.7 の大規模な地震が発生。甚大な被害をもたらしています。
推定 1500 万人が被災、捜索・救助活動が続く中、4 月初めには死者数は 3000 人を超えました。加えて、
5000 人以上が負傷し、数百人が今も行方不明となっており、犠牲者の数はさらに増える恐れがあります。
　在日ミャンマー人で、軍政に反対しミャンマーの民主政権を求めて活動しているチョウチョウソーさんに
お話をうかがいました。「在日の人たちは、みんなミャンマーにいる家族や知人のことを心配している。ヤ
ンゴンにいる家族は無事だったがマンダレーに住んでいた自分の親族も家がつぶれて亡くなった」「軍事政
権は 2 日、大地震を受けて停戦を発表したのに、3 日には震源に近い北部地域を空爆している。被災地の
市民を標的にするなど許せない」と話してくれました。みなさんの募金をお願いいたします。

●郵便振替口座　00110-6-72434 
　　　　　　　　日本 AALA 連帯委員会 

●ゆうちょ銀行　当座　　　〇一九店（ゼロイチキュウ店）
　　  口座番号　0072434　「0」は数字
　　 日本 AALA 連帯委員会

ミャンマー地震緊急募金のお願い

　戦争をやめ、公正な解決の声が
広がっています。日本 AALA は
10 年間で「国際署名」約 12 万筆

以上を ASEAN 議長国に直接届
け、ASEAN の対話と包摂による
平和を築く力に貢献しています。

5 月から他団体、趣味の会などに
働きかけて署名活動を一層広げま
しょう。

第11次「戦争するな！ どの国も」国際署名を広げよう！


